
記　　入　　日分　　析　　日生　年　月　日



切り替え上手な『ウサギ』です ! サンプル工業 AD株式会社
保健会　華子　様
ﾎｹﾝｶｲ ﾊﾅｺ
2  技術開発課
49877514

所　　属：
社員番号：

記　　入　　日
解　　析　　日
性　　　　　別
生　年　月　日

令和 3年 04 月 01 日
女

昭和 55 年 05 月 08 日

　あなたは思考の切り替えをはかることで、ストレ
スに対処することが得意なようです。楽観的に考え、
マイナスの面だけでなくプラスの面も見つけようと
することで、気持ちの負担が軽減されます。自分の
感情に気づくことができることや、一つの考えにと
らわれない柔軟性があなたの強さかもしれません。
　しかし、『ウサギ』タイプのあなたは、問題に時
間をかけてゆっくりと考えるよりも、その場の気分

で判断したり、面倒になって問題を回避した結果、
後で後悔したという経験はありませんか。まず問題
の全体像を見渡し、少しずつスモールステップで物
事を進めていけば、より確実な問題解決をはかるこ
とができるでしょう。

 

職場タイプ判定
　ここでは弊会がストレスチェック・アドバンスのメインアウトカムと位置づけている心理的ストレス反応、仕事のモチベーション、職場の一体感の 3つの結果を用いて職場
の状態を判定します。心理的ストレス反応と仕事のモチベーションの状態から各職場を【活性職場（A）】【過活性職場（O）】【安定職場（F）】【高負荷職場（S）】の 4種類に分
類し、さらに職場の一体感が平均よりも良い状態にある場合は（＋）、平均よりも良くない状態にある場合は（－）と表記します。また、各図・グラフは偏差値 60 を緑ライン、
偏差値 40 を赤ラインで示していますので、それぞれの値の程度を測る際の参考にしてください。

職場タイプ判定結果

※ 緑で示している偏差値は、外部平均を偏差値50とした場合にその得点が偏差値60以上で
　 あることをあらわしています。　 
※ 赤で示している偏差値は、外部平均を偏差値50とした場合にその得点が偏差値40以下で
　 あることをあらわしています。
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Activei Ｏ：過活性職場（Overactive Group）
　     仕事のモチベーション得点は高く、心理的ストレス反応得点は低い職場。
　     活気はあるものの燃えつきが心配される状態。

Ｓ：高負荷職場（Stressful Group）
　     心理的ストレス反応得点、仕事のモチベーション得点がともに低い職場。
　     負荷が高すぎる可能性がある状態。

Ａ：活性職場（Active Group）
　     心理的ストレス反応得点、仕事のモチベーション得点がともに高い職場。
　     健康的で活気がある状態。

Ｆ：安定職場（Flat Group）
　     心理的ストレス反応得点は高く、仕事のモチベーション得点は低い職場。
　     安定的であるがあまり活気がない状態。
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あなたの職場のメンバーはやや強い心理的ストレス反応を抱えており、仕事のモチベーションも低いようですが、グループの一体感は
高い状態に保たれています。高負荷の状況をチームワークの良さで乗り切っているのかもしれません。仕事の負荷を具体的に見直し、
軽減できる負荷からひとつずつ軽減していくようにしましょう。

◇★

◎

50 50 50
73 58 15 44.6 51 49 51
20 19 1 37.4 48 44 53
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■分析結果コメント活用の留意点■
　分析結果コメントは当該グループの結果の概要を示しています。表記されている内容が結果
の全てではありませんが、働きやすい職場づくりに向けた取り組みのヒントとして活用してく
ださい。
　また、【グループの強み】と【グループの課題】は、当該グループ内における各要因の結果
の比較にもとづいて表記しています。外部平均との比較にもとづく表記ではありませんので、
強みとして表記されている事柄が外部の結果と比較するとむしろ良くない結果である場合もあ
ります。結果の詳細はプロフィールで確認するようにしてください。

課題に着目したアクションプラングループの課題

強みを生かしたアクションプラングループの強み

分析結果コメント
総合コメント

3
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20人（男性19人 女性1人）

37.4　歳

令和元年05月01日　～　令和元年05月01日

　当該グループは外部平均に比べ、心理的ストレスが多く、仕事のモチベーション
は低く、職場の一体感のある【高負荷職場（＋）】です。
　総合健康リスクは130で、外部平均と比べ非常に悪い状態です。総合健康リスク
が120を超える場合は、今回の集団解析結果を参考に、働きやすい職場づくりに向
けた早急な具体的対策が必要です。
　詳細を見てみると【量－コントロール】リスクが137、【職場の支援】リスクが
95と、業務量や裁量度に課題があるようです。業務量の偏りが起こっていないかな
どについて見直してみてください。

■ 【公正な人事評価】人事評価が適正であり、説明もき
ちんとされているようです

■ 【失敗を認める職場】仕事上で失敗したとしてもそれ
を挽回する機会が与えられる職場のようです

■ 【職場環境ストレス】騒音、照明、温度、換気など、
職場の作業環境に配慮が必要なようです

■ 【仕事の質的負担】過度な集中を要する仕事が多いよ
うです

■　人事評価の基準を明らかにして周知する

■　昇進・昇格のモデル例や資格取得の機会を明確にし、その公平性を労働者に十分周知する

■　同じ失敗が起こらないよう、チームで出来る対応策を話し合う

■　トラブルが起きたときは各メンバーが孤立しないようにサポートし合う

■　現在の冷暖房設備が十分か、明るさは適切か、換気はよいかなど、職場環境について労働者に直接
たずねた上で、必要に応じて設備を導入する
■　職場環境ストレスの改善について、労働者の意見をもとに優先順位を確認してできることからはじ
める
■　業務負荷の偏りが起こっていないかを確認し、見直しを行う

■　休憩時間などにゆっくりと休めるよう、休憩スペースを設ける
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